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図3－12 HCV急性感染の経過図

図3－13 HIV感染とウイルスマーカー

（出典）「感染症版 年 月1 日」
（ ） より
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（出典）「HIV検査・相談マップ：HIVま
め知識」（厚生労働省科学研究
費エイズ対策研究事業ホーム
ページ）より

ウ期」、「血清学的ウインドウ期」は大きく異なり、チン

パンジーによる個体差があることもわかりました。

HBVがヒトに感染した場合にも同様のことが起こる

ものと考えられることから、血液の安全対策を構ずる際

には、「NATのウインドウ期」、「血清学的ウインドウ期」

共に、ここに示した最長の期間を目安にして対策をたて

ることが望ましいと考えられます。

HBVの急性感染では、ほとんどの場合、臨床的には

自然治癒します（これを「一過性の感染」と呼びます）。

しかし、実際には肝臓の中にごく微量のHBVが残って

おり、血液中にも、NATでは検出できない程度のごく

微量のHBVが存在し続ける場合（いわゆる「低濃度キ

ャリア」状態）があることが知られています。

「一過性の感染」を経過した後、何らかの理由により

血液中のHBVの量がわずかに増え、HBs抗体の量が少

なくなった時期の血液を輸血すると、感染する場合があ

ることが知られています。ただし、この時期に採血され

た血液のほとんどは、HBc抗体検査で不適とされます。

HCVでは、感染後6～9日で個別NAT、さらに2日ほ

どで10本以上の検体をプールして1検体としたミニプ

ールNATで検出できるようになり、3.3か月ほどで

HCV抗体が検出されるようになります。その後、約

30％～40％の人は自然に治癒し、まずウイルス量が、

次に抗体価が減少します。残りの約60％～70％の人は

キャリア化し、長期にわたってウイルスと抗体が検出さ

れることになります。

HIV-1については、感染後、1か月以内にまずウイル

ス血症が起こります。さらに、11日程度でNATで検出

できるようになり、22日程度で抗体が検出されるよう

になります。

なお、これらの日数は、あくまで平均値です。ウイル

スや抗体が体内で増える期間は、感染したウイルス量や

感染者の状態など、様々な要因によりある程度変動しま

す。

感染したかもしれないとの不安があったら、まずは検

査を受け、早期発見・早期治療に努めてください。

HIVについては、保健所等で無料・匿名の検査を受け

付けています。HCVについては、医療機関や保健所等

で検査を受けることができます。

「ウインドウ期を経過したから献血してもよい」とい

うのは間違いです。感染症の検査のために献血をするこ

とは絶対にやめてください。検査で発見できない場合に、

受血者に感染させてしまうことがあるからです。


